
就
職
し
な

一
い
者

会

社

卒

業

者

数

軍

隊

教

員

自

営
銀

行

日

科

一

―

七

一

0

三

一

五

_

＿

＿

九

油

科

二

九

一
七
―
―
―

[

＿

部

＿
外

国

三

―

o

-
――

外
国
人
一

彫

一
木
彫
部

＿

七

四

ニ

―

-

―

図

案

部

ニ

――

七

四

一

三

一

-__—

— 

科

彫
金
部

―

五

五

芸

鍛

金

部

四

四

鋳

金

部

六

＿

竺

―

一

工

漆
工
部

一

七

五

―

一

建

策

科

八

＿

ニ

袢
文
部
省
往
復
書
類
訊
国
」
に
よ
る
）
。

昭
和
十
八
年
度
卒
業
者
の
翌
十
九
年
度
に
お
け
る
就
職
状
況
を
示
す
（
「細国

④

就

職

状

況

/ 

）
は
現
員
中
の
兵
役
等
に
よ
る
休
学
者
数
を
示
す
。

師 特選本

旦
生科科
小小小

科 計計計

範

↑ー三it□
ゃ九 ー一 三七

へ —-•

ど弓 一六 呉
^-

巴豆 二三

六 0
――
 二

二：
-— ―写

六 一
五 二— 苔

九 I
.．』

ー へ — ―ー 、

ノ‘18 写 242
五ッ 生------

⑤

繰
上
げ
卒
業
式

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
二
日
、
前
年
度
と
同
様
に
修
業
年
限
六
カ
月
短
縮
に

よ
る
卒
業
証
書
授
与
式
（
第
五
十
四
回
）
が
行
わ
れ
た
。
新
卒
業
生
の
七
十
五

％
は
応
召
休
学
中
で
、
卒
業
制
作
陳
列
会
は
提
出
作
が
少
数
で
あ
っ
た
た
め
中

止
さ
れ
た
。
左
記
は
贔
碍
配
卒
業
式
に
関
す
る
書
類
」
の
抜
粋
で
あ
る
。

第
五
十
四
回
卒
業
證
書
授
興
式
次
第

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
二
日
午
前
十
時

一
、
新
卒
業
生
式
場
着
席
（
第
一
披
鐘
、
諧
堂
北
ロ
ョ
リ
出
入
）

二
、
生

徒

着

席

（

同

上

）

三
、
職
員
、
醤
卒
業
生
着
席
（
第
二
琥
鐘
、
講
堂
東
ロ
ヨ
リ
出
入
）

四
、
来
賓
着

席

（

同

上

）

五
、
宮
城
逢
拝
、
靖
図
紳
祉
遥
拝
、
出
征
賂
士
ノ
武
運
長
久
祈
願

六
、
國
歌
二
唱

七
、
卒
業
證
書
授
典
（
丘
濃
鱈

”Ao鱈
嘩
い
麟
鱈
い
麟
立

5
疇
業
）

八
、
學
校
長
式
僻
（
式
辟
前
後
二
卒
業
生
敬
證
）

九
、
文
部
大
臣
祝
辟
（
祝
僻
前
後
二
卒
業
生
敬
證）

+
、
卒
業
生
穂
代
答
辟

十

一
、
校
歌

十
二
、
式
終
了
挨
拶

十
三
、
来
賓
、
職
員
、
酋
卒
業
生
、
新
卒
業
生
、
生
徒
順
次
退
場

師 I

範

科

／ 
1
0
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川 渡小

上 辺

恒定

一夫

藤桑桑

沢原

友清喜光秀博
八
郎哉

置

明

大

野林

春

塩

恵雄

金

典

沫

関

口

孝

吉

高

橋

武

李

逹

周

阪

尾

恵
美
三

岡

村

真

弓

栗

潮

原

沼

山

大

山

忠 喜孟
久

作雄良

中縄

村野

本

間

勇

寛夫録

関秀宮木

島

敏誠義

治吾

武

宇
佐
美

正

弘

藤

吉

正

幸

仁飯

義

野

義

則

工
芸
科
彫
金
部

美

郎

義

七

田

大

竹川

武

正

9, 
方

油

画

科

賀

準

沢村

郎雄寛勝

吉

岡

侃

戸

竹

山

鉄

脇

山

平

馬

場

臣

加
倉
井

武

田

照

淳

杉信し

原太だ

信

彦

坂

本

内

井

崎

昭

治

和

夫

金

昌

阿秋赤

武

瀬尾

好

卒
業
生
姓
名

日
本
画
科

元

阿

松部部

清克平

弘

宮三佐

巳

義

雄
次
郎

＂ 
良也

正

信

昭
和
十
九
年
九
月
卒
業
生
科
別
人
員
表

日

本

画

科

一
八

名

内

入

営

油

画

科

二

七

名

彫
刻
科
塑
造
部

―
二
名

同

木

彫

部

一

0
名

工

芸

科

図

案

部

一

八

名

彫

金

部

五

名

鍛
金
部

三
名

鋳

金

部

五

名

漆

工

部

六

名

築

科

六

名

範

科

六

名

計

―

―

六

名

（
八
六
名
）

究

康

男

師建

阿小こ福深松

畑

臣寿亮

大徳木伊 森城
彫

戸藤刻
科

洵政勝茂木発な久
次 彫

一羅郎信亀之部茂占実

下

安あ赤小小
谷E
原屋ゃ松 島倉

勉

内 全
部
入
営
入
営

四
名

問

同

見

文公

明

坂

嵐

内

田

治

道二政

沢佐

青甚

良

永

豊敏

男

同

内

名

本

富

登

土

野屋

同

山

田

尚

田

中

同

全
部
入
営

全
部
入
営
入
営

ノ＼

幡野

健容

玉
那
覇

村松Jヽ
 
ー安

野藤藤島下

影

山

愛も佐

新行t七

” 

一
六
名
-
0名
-
0名
六
名

二
二
名

草黒野塚

治

岡

” 

木

進郎

重

克重勝

士t也 久

大

部橋

” 

田

健

正

吉

浜

田

” 

高

原井

栄

星

野

伊伊

精

二ひ
ろ
し熙

桃
之
輔

冬

彦

寛

宏

守

正

沖

進

彫
刻
科
塑
造
部

林

和

正

工
芸
科
図
案
部

藤藤
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無
題
窓黎
明

本
問
4
 
t1
 

松
本
阿
部

富
――
究
壽

北
海
通

日
向
葵
灯
籠

術

井

良

之

助

東

京

香

JII 

電
気
時
計

根

箭

忠

司

大

阪

北
海
道

画
室

勇
夫進

新

潟

小
島

康

男

佐
原
雄
次
郎

東

京

油

画

科

東

京

苔落
日
岩

大

竹

武

雄

信

太

金

昌

秋

田

土

屋

新

岐

阜

群

馬

田
中

群

馬

同

山

馬

場

孟

臣

長

崎

科

図
案
部

自
動
車
を
基
幹
と
せ
る
移
動
展

決
戦
の
秋
に
於
け
る
言
葉
と
描
画
表
示

宜
伝
へ

の
道
程
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
付
て
）

宜
伝
と
し
て
の

ボ
ス
タ

ー
及
び

。ハ
ソ
フ
レ
ッ
ト

表
紙
図
案

舞
踊
衣
裳
習
作

豪
所
設
計
試
案鋳
金
部

浜
田
影
山

佐
七
愛
行

埼

玉

熙

大

阪

昭
和
十
九
年
九
月

第
五
十
四
回
卒
業
生
卒
業
製
作
目
録
（
席
次
い
ろ
は
順
）

日

本

画

科

工

芸

ロ
ダ
ン
の
胸
像

孝
吉

東

京

女

福

島

榎福根ね高

井

良

之

助

村

成

徳

j

コ
J，＇ t,＇ 

橋

今
ぃi
 

男
立
像

正
幸

東

京

吉

永

宏

矢海
老
沢

厳

夫

牛

伊
藤
吉
武
宇
佐
美
正
弘

関
口

茂
之

東

京

忠

司

欣

屋

欣

工
芸
科
鋳
金
部

村

純

橋

宏

ゃ箭

吉
建

築

科
道

中

夫

口

洋

木
彫
部

キ

武

林

敬

吉

首

克
也

新

潟

西

神み佐
子こ
高な藤

敏

雄

上

島村

司

女
立
像

首

玉
那
覇
正
吉

佐
藤
小
島

登

山

形

河

貢

沖

縄

土 谷

ロ

也

児津

喬

工
芸
科
鍛
金
部

香

取

臣

世

工
芸
科
漆
工
部

五

十

嵐

貫

駒

武
祐徹

島 田

生

進郎作彦

ーE 

日
出
男

と

し

も

と

紀

元

師

範

科
忠

田

吾

彫

刻

科

塑
造
部

清

少
女

坂

本

究

樺

太

木

水下

フ
ィ
ン
シ
ハ
ー
ヘ
ン

阿

武

勝

山

口

藤

田

平

高

村

英

也

婦
人
像

阿

部

平

臣

福

岡
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惟
フ
ニ
藝
術
ハ
時
代
ヲ
反
映
シ
マ
ク
時
二
之
二
先
駆
シ

テ
時
運
ノ
需
フ

ト
コ

ロ
ヲ
示
唆
ス

今
ャ
皇
國
未
曾
有
ノ
危
局
二
直
面
シ
億
兆
奮
激
励
精
恕
カ
ヲ

結
集
シ
テ
聖
戦
完
勝
二
高
進

ッ
ツ
、
ア
リ
決
戦
下
ノ
藝
術
上
國
民
精
神
ヲ

振
揚
シ
雄
大
剛
健
ノ
風
尚
ヲ
作
典
ス

ベ
キ
迫
カ
ヲ
必
要
ト

ス
ル
ヤ
言
ヲ
侯
夕

ズ
コ
レ
斯
道
二
携
ハ
ル
者
ノ
正
二
深
省
ス
ベ
キ
ト
コ
ロ
ニ
シ

テ
研
磨
精
進

至
高
至
上
ノ
藝
術
境
二
悟
入
シ
テ
大
イ
ニ
皇
図
文
化
ヲ
昂
揚
ス

ル
ト
共
二
之

ヲ
図
家
組
カ
ノ
上
二
活
現
シ
テ
聖
業
完
遂
二
寄
興
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ

ク
ン
バ
ア

ラ
ズ
卒
業
生
諸
子
本
校
二
在
リ
テ
拮
据
鑑
勉
厳
ッ
キ
現
直
ノ
試
煉
二
埴

ヘ
テ
克
ク
藝
術
家
ク
ル
ノ
識
見
技
侍
卜
皇
國
民
ノ
贅
質
ト
ヲ
錬
成
シ
将
二
之

同

ロ
ナ
リ

文
部
大
臣
ノ
告
僻

本
日
絃
二
本
校
卒
業
證
書
授
典
式
ヲ
畢
行
セ
ラ

ル
、
二
方
リ
所
懐
ノ

一
端
ヲ

披
泄
シ
テ
卒
業
生
諸
子
ノ
首
途
ヲ
祝
福
ス
ル
ハ
余
ノ
最
モ
欣
快
ト

ス
ル
ト
コ

＾ ” 、ーノ

茨

城

同

＾ ” 、ーノ

栃

木

同

＾ ” 
、-

武

林

敬

吉

矢

口

洋

海
老
沢
厳
夫

古
99 9J 

知

同

＾ ” 、ー／

一
司

高

知

同

＾ ” 
‘ーノ

貢

山

口

習
作
（
油
画
）

花
田
河
村
上
島

忠
吾

青

森

建

築

集
団
疎
開
計
劃

伊
東
二
建
ッ
傷
痰
軍
人
療
蓑
所

（
師
範
科
二
於
テ
ハ

卒
業
）

製
作
ヲ
ナ
サ
ズ

師

範

科

消
水

東

京

科

吉
永

紀
元宏

東

京

ヲ
活
用
シ
テ
藝
術
報
國
二
献
身
セ
ソ
ト
ス
諸
子
ハ
今
後
直
チ
ニ

出
デ
テ
園

防
ノ
第

一
線
二
立
チ
或
ハ
銃
後
二
止
リ
テ
給
盟
二
彫
刻
ニ
エ
葬
ご
将
タ
マ
タ

〔
マ
マ

〕

建
築
二
各
々
藝
術
的
天
分
ヲ
抑
ヒ
或
ハ
子
弟
ノ
教
育
二
従
フ
等
志
ス
ト
コ
ハ

一
ナ
ラ
ズ

ト
雖
モ
深
刻
苛
烈
ナ
ル
戦
局
ノ
現
宜
ハ
前
線
銃
後
凡
テ

コ
レ
戦
場

ニ
シ
テ
本
日
諸
子
卜
卒
業
ノ
榮
務
ヲ
加
ッ
盟
友
ニ
シ
テ
既
二
前
線
二
在
ル
者

モ
炒
カ
ラ
ズ
諸
子
宜
ッ
ク
思
ヲ
此

二
致
シ
弥
々
國
陀
ノ
本
義
ヲ
確
把

シ
常

在
戦
場
ノ
信
念
二
徹
シ
修
錬
益
々
カ
ム
ル
ト
共
二
大
和
明
朗

一
滋
職
域
二
盪

痒
シ
特

二
子
弟
ノ
教
捉
二
聞
リ
テ
ハ
船
行
垂
範
欺
化
啓
消
ニ
カ
ヲ
致
ッ
以
テ

型
慇
ノ
寓
―
二
應
へ
奉
ラ
ソ
コ
ト
ヲ
期
ス
ペ
シ
若
シ
夫
レ
大
節
二
臨
ン
デ

一
身
ヲ
顧
｀
ミ
ズ
粉
首
以
テ
皇
國
訛
持
ノ
大
戦
二
生
ク
ル
ハ
臣
子
ノ
光
榮
ニ
シ

テ
諸
子
ノ
既

二
期
七
ル
ト
コ
ロ
ナ
ル
ベ
シ
諸
子
克
ク
之
ヲ
カ
メ
ヨ

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
二
日

文
部
大
臣

二
宮
治
重

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
二
日
第
五
十
四
回
卒
業
式
に
於
け
る

上
野

〔直
昭
〕
校
長
式
辞

本
日
第
五
十
四
回
の
卒
業
式
を
畢
行
す
る
に
常
り
文
部
大
臣
閣
下
を
始
め
、

新
卒
業
生
の
父
兄
の
方
々
の
御
来
臨
を
得
ま
し
た
こ
と
は
本
校
の
誠
に
光
榮

と
い
た
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
し
、
又
卒
業
生
諸
君
に
と

つ
て
も
忘
れ
が
た

い
嬉
し
い
記
念
で
あ
ら
う
と
存
じ
ま
す
。

乎
素
は
尚
朝
野
の
費
紳
を
御
招
待
申
上
げ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
時
局
柄
態

と
御
遠
慮
い
た
し
ま
し
た
。
さ
て
本
回
の
卒
業
生
は
合
計
―

―
六
人
で
あ
り

ま
し
て
免
状
を
受
け
る
も
の
は
平
年
と
大
差
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
其
の
内

八
十
―――
名
は
已
に
應
召
し
て
夫
々
國
防
の
部
培
に
つ
い
て
居
り
ま
す
の
で
、

943 第4節 昭和 19年



差
は
必
ず
し
も
重
大
な
も
の
で
は
な
い
で
あ
り
ま
せ
う
。
寧
ろ
戦
争
に
よ
っ

内
に
潜
む
人
間
的
の
力
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
こ
れ
か
ら
見
れ
ば
半
年
位
の
時

実
際
に
此
式
に
参
列
し
得
た
も
の
は
極
め
て
僅
か
で
あ
り
ま
す
。
併
し
な
が

ら
此
の
苛
烈
な
戦
局
に
営
つ
て
兎
も
角
も
卒
業
式
を
畢
げ
る
こ
と
が
出
来
る

と
い
ふ
事
其
の
事
の
内
に
ま
だ
余
裕
の
あ
る
國
力
を
有
難
く
思
ふ
と
共
に
、

こ
の
余
裕
を
充
分
に
活
用
し
て
銃
後
の
又
戦
後
の
活
躍
の
基
礎
を
固
め
た
い

の
が
吾
々
の
念
願
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
御
承
知
の
如
く
、
大
東
亜
戦
も
益
々
深
刻
に
な
っ
て
参
り
ま
し
て
学
徒

と
し
て
も
必
ず
し
も
充
分
な
余
裕
を
輿
へ
ら
れ
て
居
ら
ず
又
典
へ
ら
れ
た
余

裕
に
全
力
を
か
け
る
と
い
ふ
わ
け
に
も
参
り
ま
せ
ん
。
或
は
應
召
に
或
は
勤

榜
動
員
に
、
学
校
平
素
の
進
行
と
は
著
し
く
異
つ
て
、
直
接
戦
力
増
強
に
参

典
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
場
合
が
発
生
し
て
参
り
ま
す
。
元
来
な
れ
ば
今
回
の

卒
業
生
も
来
年
の
三
月
が
期
限
で
あ
っ
た
の
を
半
年
繰
り
上
げ
に
な
っ
た
次

第
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
今
回
の
卒
業
生
が
在
学
し
て
純
梓
に
学
校
の
課
程

を
履
修
し
た
日
数
は
必
ず
し
も
在
来
の
規
則
の
定
む
る
通
に
は
参
つ
て
居
り

ま
せ
ん
。
併
し
非
常
の
場
合
に
非
常
の
措
性
の
行
は
れ
る
の
は
如
何
な
る
方

面
に
於
い
て
も
営
然
の
事
で
あ
り
ま
し
て
又
其
の
事
自
身
が
其
の
人
の
生
涯

の
閲
歴
に
と
つ
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
と
す
れ
ば
こ
れ
亦
得
が
た
き
機
會
に

際
會
し
た
も
の
と
し
て
各
個
の
人
間
的
完
成
に
役
立
つ
も
の
で
あ
ら
う
と
信

じ
ま
す
。
固
よ
り
数
ケ
年
に
す
ぎ
ぬ
学
校
生
活
が
立
派
な
築
術
家
を
諸
君
に

於
い
て
作
っ
た
と
お
も
う
の
は
誤
り
で
あ
り
ま
し
て
此
数
年
は
漸
く
藝
術
生

活
へ
の
初
歩
を
諭
み
だ
し
た
位
の
も
の
で
あ
り
ま
し
て
諸
君
の
藝
術
も
こ
れ

か
ら
先
長
く
人
間
的
教
捉
と
共
に
漸
次
完
成
さ
れ
て
行
く
べ
き
筈
で
あ
り
ま

す
。
従
っ
て
時
局
の
影
孵
が
諸
君
の
将
来
に
ど
う
あ
ら
は
れ
る
か
は
諸
君
の

課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
著
し
く
時
間
数
が
増
え
た
こ
と
。

て
興
へ
ら
れ
た
緊
張
を
持
ち
つ
ゞ
け
て
行
く
と
こ
ろ
に
却
つ
て
大
き
な
も
の

が
其
慮
に
生
れ
る
と
い
ふ
こ
と
を
予
想
す
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
あ
り
ま

す。諸
君
最
後
の
学
生
生
活
と
と
も
に
未
曾
有
の
大
戦
を
体
験
し
た
諸
君
の
内

に
は
如
何
に
大
き
な
も
の
が
生
れ
る
か
は
私
が
切
に
期
待
し
て
居
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
此
慮
に
新
卒
業
生
諸
君
を
送
る
に
あ
た
り

一こ
と
式
辞
を
申

述
べ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

⑥

規

程

改

正

昭
和
十
九
年
六
月
六
日
、
東
京
美
術
学
校
規
程
が
改
正
さ
れ
、
従
来
の
規
程

（
昭
和
八
年
二
月
改
正
）
と
比
べ
て

一
、
予
科
が
廃
止
さ
れ
、
本
科
、
師
範
科
と
も
修
業
年
限
が
四
年
と
な
っ
た

こ
と
。

二
、
本
科
、
師
範
科
と
も
入
学
資
格
が
一
年
下
げ
ら
れ
て
中
学
校
＝
―-
年
修
了

程
度
と
な
っ
た
こ
と
。

三
、
本
科
の
選
択
学
科
目
は
廃
止
さ
れ
、
従
来
予
科
で
教
え
て
い
た
一
般
教

旋
的
科
目
や
教
職
科
目
と
と
も
に
適
宜
各
科
の
学
科
課
程
に
取
り
込
ま
れ

た
こ
と
。

四
、
体
育
関
係
科
目
は
、
従
来
は
各
科
と
も

一
年
か
ら
三
年
ま
で
毎
週
一
一
時

間
の
「
体
操
」
（
教
練
を
含
む
）
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
改
正
後
は

一

年
か
ら
四
年
ま
で
毎
週
四
時
間
の
「
教
練
」
と
同
二
時
問
の
「
体
錬
」
が

等
の
大
き
な
変
化
が
あ

っ
た
。
こ
の
改
正
は
全
く
決
戦
態
勢
に
対
応
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
美
術
教
育
機
関
と
し
て
の
独
自
性
は
皆
無
で
あ
っ
た
と
言
え

第3卒 戦 時 下 944 


